
自動販売機設置事業者募集要項 

 

 松山市では、市有財産に自動販売機を設置する事業者の公募を行い、入札によって設置

者を決定します。参加を希望される方は、本募集要項のほか、入札説明書及び仕様書をよ

く読み、内容を承諾した上で参加してください。 

 

１ 目的 

  市有財産を有効に活用し、市民サービスの向上と地域経済の活性化を図るとともに経

費削減及び歳入を確保する。 

 

２ 入札資格要件 

  次の要件をすべて満たす法人または個人に限り参加することができる。 

(1) 地方自治法施行令(昭和 22年政令第 16号)第 167条の４の規定に該当しない者であ

ること。 

(2) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第２条第２

号から第 4号まで又は第 6号の規定に該当しない者であること。 

 (3) 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律(平成11年法律第147号)に基 

づく処分の対象となっている団体及びその構成員でないこと。 

 (4) 法人にあっては松山市内に本店、支店又は営業所を有し、個人にあっては松山市内 

で継続して 1年以上事業を営んでいること。 

 (5) 自動販売機の設置業務において自ら管理・運営する 3年以上の実績を有しているこ 

と。 

 (6) 松山市税を滞納していないこと。 

 (7)  4.(2)で指定する入札番号①への入札については、牛乳（生乳）の取扱いができる

こと。 

(8)  4.(2)で指定する入札番号②への入札については、松山市と災害時における飲料水の

提供に関する協定を結んでいること。 

(9) 自動販売機は、必ず令和６年７月２日（火）から７月７日（日）までに設置するこ

ととし、日時の詳細は松山市と事前に調整すること。 

 

３ 自動販売機販売商品及び設置料等 

(1) 自動販売機設置者が自動販売機の中で販売する商品は、次の各号に定めるものとす

る。 

  ①酒類を除く飲料（必須） 

  ②ノンアルコール飲料であっても酒類を連想させる飲料は不可 

(ビール、ワイン、カクテル、酎ハイ、日本酒、焼酎、梅酒等) 

  ③4.(2)で指定する入札番号①については、瓶に入った牛乳（生乳）（必須） 

 (2) 自動販売機設置者が自動販売機設置に伴い松山市に納入する料金は、次の各号に定

めるものとする。 

 

 



  ①「使用料」 

    自動販売機の設置に伴う松山市行政財産の目的外使用許可に係る料金で行政財産

の使用料徴収条例の規定に基づき算定した額。 

    ただし、使用期間が 1 か月に満たないときは、1 か月として算定し、1 年未満の

ときは、年間使用料の 12分の 1の金額を月額とする。（端数は切り捨てる。） 

  ②「売上手数料」 

市有財産内において、契約期間、自動販売機を用い営業を行うための権利を得る

ために、その期間の当該自動販売機の総売上金額（消費税及び地方消費税込）に一

定の率《落札した率》を乗じた額。 

  ③「電気料」 

    設置者が自ら設置したメーター（計量法(平成 4年法律第 51号)に基づく検査に合

格したものに限る。）により計測した使用量に基づき、算出した額。 

(3) 自動販売機設置料（使用料）は、契約後、年度ごとに一括前納するものとする。

ただし、市長が特に認めた場合及び「売上手数料」については、この限りでない。 

(4) 自動販売機設置料（売上手数料、電気料）は、月ごとに毎月納付するものとする。 

 

４ 入札に付する事項 

 (1) 市有財産に自動販売機を設置するための「売上手数料」 

 (2) 貸付場所、面積及び設置台数 

財産名称 所在地 入札番号 貸付面積 貸付箇所 台数 

道後温泉 

本館 

松山市道後湯之町 

5番 6号 

① 約 870㍉×780㍉＝0.68㎡ 

1階 

１台 

② 約 1321㍉×864㍉＝1.14㎡ １台 

 ※貸付箇所については、別紙平面図を参照のこと。 

(3) 貸付期間 

   令和６年７月から令和７年３月３１日まで 

ただし，自動販売機の必要性及び利用状況並びに管理運営状況を勘案して、自動販

売機の設置の延長に支障があると市長が判断した場合を除き、翌４月１日付に自動で

契約更新を行うこととする。なお、更新する際は 1年度ごととし、最長で令和１１年

３月３１日まで更新できることとする。 

また、自動販売機は、必ず令和６年７月２日（火）から７月７日（日）までに設置

することとし、日時の詳細は松山市と事前に調整すること。 

 (4) 要領 

① 入札は、(2)の入札番号毎に、それぞれの自動販売機設置料（売上手数料）につい

て行う。自動販売機設置料（売上手数料）については、割合（％）を入札する。 

② 入札参加者は、入札資格要件を満たす場合は、複数入札することができる。 

 

５ 入札参加申請 

  入札に参加を希望する者は、入札参加申請書を提出し、入札参加資格を有することを 

証明しなければならない。 

 

 



 (1) 提出期間 

   令和６年２月２１日（水）までの午前 8時 30分から午後 5時までの間 

   （ただし、土日及び祝日を除く。） 

また、募集要項等について質問がある場合は、電子メールで提出することができる。 

   質問は、令和６年２月５日（月）午後５時まで受け付け、質問者に電子メール

（dogojimu@city.matsuyama.ehime.jp）で回答するとともに，松山市ホームページ

で公表する。 

(2) 提出場所 

  松山市道後湯之町 4番 30号 道後温泉冠山事務所 

 松山市産業経済部道後温泉事務所（電話：０８９－９２１－５１４１） 

 (3) 提出書類（提出部数各１部） 

 提 出 書 類 法人 個人 

① 入札参加申請書 ○ ○ 

② 身分証明書（市町発行のもの）  ○ 

③ 商業登記簿謄本（履歴事項全部証明書） ○  

④ 確定申告書（写）  ○ 

⑤ 松山市税の完納証明書 ○ ○ 

⑥ 印鑑証明書 ○ ○ 

⑦ 
設置する自動販売機のカタログ 

※「定格消費電力」を記載していること 
○ ○ 

※③、⑤、⑥は発行後３か月以内の原本とする。 

(4) 提出方法 

   提出期間内に提出に必要な書類を提出場所に直接持参するものとする。 

   （※郵送、電話、ファックス、インターネットによる受付は行わない。） 

 

６ 入札参加資格の確認等 

  上記５(3)の提出書類により入札参加資格の有無を確認し、令和６年３月６日（水） 

までに、申請者あてに結果を通知する。 

 なお、参加資格のある者に対しては、入札書、委任状及び入札参加にあたっての留意

事項を送付する。また、当該結果の通知後であっても、不正等が判明した場合には入札

参加資格を取り消す。 

 

７ 入札及び開札の日時並びに場所 

(1) 入札名：自動販売機設置場所貸付①（道後温泉本館１階） 

日 時：令和６年３月１５日（金）１４：００から 

場 所：松山市道後湯之町１９番２２号 道後温泉椿の湯 ２Ｆ会議室 

(2) 入札名：自動販売機設置場所貸付②（道後温泉本館１階） 

日 時：令和６年３月１５日（金）１４：２０から 

場 所：松山市道後湯之町１９番２２号 道後温泉椿の湯 ２Ｆ会議室 

 ※近隣の市営駐車場に駐車いただくか、公共交通機関でお越しください。 

 



８ 設置者費用負担 

(1)自動販売機設置料 

（使用料、売上手数料、電気料（電気メーター設置に係る経費を含む）） 

 (2)自動販売機の設置、維持管理及び撤去にかかる全ての費用 

 

９ 契約 

  落札者決定後、令和６年３月下旬までに、落札した者と自動販売機設置契約書を締結

する。 

 

１０ 問合せ先 

 〒７９０－０８４２  

松山市道後湯之町４番３０号 

 松山市産業経済部道後温泉事務所 

 電話：０８９－９２１－５１４１  

FAX：０８９－９３４－３４１５ 

 E-mail：dogojimu@city.matsuyama.ehime.jp 


